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〔日本家政学会

研究〔Ｄ一福鳥県郡山市即南町調査を例

的展開川

福祉大　　竹内利美

のなかで、生活の様態も亦激しく変化をきたす。　この生活の変

経営の面より把え、その史的実態を探り、そこに生活の法則性

における一領域としての生活史の在り方を探る。　3)家庭生活

のための幡合研究の方法的究明。

による演婦的方法　z)実態よりの帰納｡的方法とにより主題に迫

( s. 諭、家族、経営、経済、食物、被服、住居、教育等）の研

　*）聘取り法等実熊爾査については、仮説的理論により項目を

婦の家庭生活についての面接興査により行う。

は未だ理論の換証にIt至6, ない。　- (Sの概括的推論i:すすめる
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F－18　家庭経営の

　　　　と　して一

因として、家庭内変動因子の種別的構造と、家庭外変動因子

作

能
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い

論

用において生活実態の変容がみられる。家庭内変動因子と

力を中軸とする主要因と、家庭内の人的物的変化の爾要因

た

て

と

すことを「原変動 Iとみたい。さらに時間的、空間的変

の変動を「二。次変動」とみる。家庭経営の変動とい5 主

して、果して実証に耐えうるか否か、今後にまち論じて

変≫ に
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婚慣習の推移について

家政　　大　方笑子

　目的　家庭経営の変動の契機の1　として経営主体たる主婦の世代交替があげられる。

結婚は直系家族周期において世代交替の前提と　じて璽要な意味をもつ。　伝統的な農家

の場合、結婚は嫁にとって順応の第1 歩K.すぎなかった。　近代的な結婚においては家

IS &営変化の契機としての意味をもつことになるが果してどうであろうか。結婚の推

移を通して家政様式変動への契機と　しての意義に接近することを目的とする。

　方法　猪苗代湘南地域の農家世帯主の母　・妻・後嗣の妻合計65人に面接聴取りを行

なゝ。　結果を結婚年次別（　I 明治～大正6 ヽ11大正９　~ 昭和5 , I同6 ~ 20, Ⅳ21 ~ 戦

V 35～) に分類してその推移状況をみ、一方家政担当に対する意識と照応した。

　結果　結婚は殆ど農家同士の旅入婚である。結婚年齢についてI* 、時期の降るにつ

れて学校教育年斂と関連して儀ながら上昇した。　通婚圖は特例を除き糊南地域内に限

られて居り、この婚域の狭さは昭和80年頃まで動かなかったようである。但し、湘の

東

婚

あ

「

造

ら

35

岸と南岸ではやや異る慣習をもち、東岸において特に部落内婚率が高くそれが村内

へと推移する傾向がみられた。配偶者選定範囲をみると親類同士の禄組が支配的で

p 、　いわゆる第一次領域内である。見合いも戦前はむしろ例外であった。仲人も

親頼の人」とい　うのが圧倒的多数で村のオモダチtt.どは稀であり、この村の社会構

と関連してか依然として変化に乏しい。変化の方向と　しては上記のa *>、アシイジか

ア　シイレなしへ。嫁入り道具簡素から形式整庸へという* になるが.全体的に昭和

年以降変化が顕著になる。家政様式への影響が表われるのI*今後の事と思われる。


